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注 意 事 項 

 

1. 受験番号と氏名を解答冊子の表紙の指定の場所に記入しなさい。 

指定の場所以外に記入してある場合は、全答案を無効とします。 

2. 解答は所定の解答欄に横書きで記述しなさい。 

3. 問題冊子の最後にある下書き用紙は問題冊子から切り離しても構いません。 

4. 提出するのは解答冊子だけです。問題冊子は持ち帰りなさい。 
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Ⅰ. 某地域におけるサルコペニアの有病割合を調査するために、一部の集団を抽出して筋肉量の

測定を行った。以下の設問に答えなさい。 

 

問 1 下の表は、参加者のうち、40名についての筋肉量の測定結果である。このデータをもとに、

解答用紙の度数分布表の空欄に適切な数字を記入し、ヒストグラムを作成しなさい。 

 

ID 測定値(kg)  11 14.8  22 17.6  33 21.1 

1 10.6  12 14.9  23 17.7  34 21.4 

2 12.5  13 15.1  24 17.7  35 22.1 

3 12.9  14 15.2  25 18.2  36 22.7 

4 13.4  15 15.3  26 18.3  37 23.4 

5 13.4  16 15.5  27 18.4  38 24.3 

6 13.7  17 15.8  28 18.6  39 27.9 

7 13.9  18 16.4  29 18.7  40 29.1 

8 14.5  19 16.4  30 19.1    

9 14.6  20 16.4  31 19.2    

10 14.8  21 16.7  32 20.1    

 

 

問 2 右下の図は、参加者全員の筋肉量のデータの分布を平滑化して示したものである。（1）、(2)に

答えなさい。 

（1）筋肉量の分布の平均値、中央値、最頻値は

それぞれ図中の(a)～(c)のどれに近いか

を答えなさい。また、そのように判断した

理由を説明しなさい。 

(2）参加者を喫煙者と非喫煙者に分け、t 検定

を用いて両群の筋肉量の差を検定した。こ

の検定方法が適切かを、その理由も含めて

答えなさい。 

 

 

問 3 下の表は、サルコペニア群と非サルコペニア群における過去の喫煙経験を比較した症例対照

研究の結果である。表の下の（※注）を参考にして喫煙曝露のオッズ比を求めなさい。また、

そのオッズ比から、喫煙とサルコペニアの関係について言えることを説明しなさい。 
 

 サルコペニア群 

(症例群) 

非サルコペニア群 

(対照群) 

喫煙経験あり a 31 b 69 

喫煙経験なし c 34 d 166 

（※注）症例群における曝露歴ありのオッズ＝ a÷c 

     対照群における曝露歴ありのオッズ＝ b÷d 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 8  10  12  14  16  18  20  22  24  26  28  30  32  34 (kg) 

 (a) 

 (b) 

 (c) 

参加者全員の筋肉量の分布 
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Ⅱ．次の資料は、「わが国の年齢 3区分別人口と諸指標の推移」（表 1）と、「主要死因別にみた死亡率

（人口 10万対）の推移」（図 1）である。以下の設問に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典：厚生労働統計協会「国民衛生の動向 2024/2025 厚生の指標 増刊･第 71巻 9号」より引用】 

 

 

問 1 表 1から読み取れることを述べなさい。 

 

問２ 表1の年齢３区分別人口構成割合の推移と図1とを関連づけて、読み取れることを述べなさい。  

表 1. わが国の年齢 3区分別人口と諸指標の推移     (各年 10月 1日現在) 

図 1. 主要死因別にみた死亡率 (人口 10万対)の推移 
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ⅢとⅣは選択問題です。いずれか 1 つを選んで答えなさい。 

がん看護専門看護師コースの受験者はⅣを選択すること。 

 

Ⅲ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 
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【出典：御田寺圭 著「ただしさに殺されないために 声なき者への社会論」大和書房より一部改変】 

 

 

 

問１ 筆者がいう「美しい物語」について説明しなさい。 

 

 

問２ 筆者の考えを踏まえたうえで、発達障害やコミュニケーション障害を持つ人の支援について、

自身の経験にも触れながら、あなたの考えを述べなさい。 
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ⅢとⅣは選択問題です。いずれか 1 つを選んで答えなさい。 

がん看護専門看護師コースの受験者はⅣを選択すること。 

 

Ⅳ．以下の設問に答えなさい。 

 

問 1．がんリハビリテーションは、4つの病期的分類（Dietz分類）に分けられている。 

以下のA、B、C、Dに適切な言葉を入れなさい。 

 

① がん治療開始前： (  A  )的リハビリテーション 

② 生存期間が数か月以内の進行がん： (  B  )的リハビリテーション 

③ がんの進行や侵襲的治療により障害を持った患者に対して実施：(  C  )的リハビリテー

ション 

④ がんが進行しそれに伴い障害も進行しつつある：(  D  )的リハビリリテーション 

 

 

 

問 2．がんリハビリテーション看護で、あなたが考える看護師の役割を 600字以内で述べなさい。  

 


